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色
鮮
や
か
な
ツ
ツ
ジ
類
の
花

期
や
芽
吹
き
の
ざ
わ
め
き
も
過

ぎ
、
少
し
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う

な
感
じ
の
山
で
は
、
今
、
白
く
可

憐
な
、
樹
に
咲
く
花
を
み
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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前
回
の
測
樹
調
査
を
し
た
ヒ

ノ
キ
林
で
も
、
ク
ロ
モ
ジ
や
コ

バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
の
花
が
咲
き
は

じ
め
て
い
ま
す
。
も
し
も
、
あ
な

た
が
、
こ
の
森
の
山
主
だ
っ
た

な
ら
・
・
・
直
径
や
樹
高
を
問
診

し
て
健
康
診
断
を
し
た
結
果
と
目

指
す
森
の
姿
か
ら
、
今
後
の
施
業

の
方
針
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
径
材
生
産
を
目
指
し
た
資
源
林

と
し
て
の
施
業
。
や
や
強
度
の
間

伐
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
混
交
林

へ
誘
導
で
き
な
い
か
。
親
林
公
園

と
し
て
整
備
し
て
い
く
な
か
で
、

潅
木
類
や
広
葉
樹
を
育
ん
で
い
き

た
い
。
・
・
・
十
人
十
色
。
様
々

な
森
。

 

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
樹
。
葉
っ

ぱ
の
検
索
で
、
名
前
を
覚
え
、
特

徴
や
性
質
を
知
る
。
検
索
は
・
・
・

単
葉
・
複
葉
・
対
生
・
互
生
・
全

縁
・
鋸
歯
・
・
・
専
門
用
語
に
惑

わ
さ
れ
な
い
で
、
分
岐
点
へ
は
、

い
つ
で
も
戻
れ
る
。
時
に
は
、
写

真
で
絵
あ
わ
せ
し
、
解
説
文
も

参
考
に
。
漢
字
の
和
名
は
、
い
と

お
か
し
。
一
つ
わ
か
れ
ば
、
科
属

が
わ
か
る
。
ま
た
、
名
前
が
わ
か

れ
ば
、
枝
を
広
げ
た
樹
形
や
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
た
幹
、
い
ろ
と
り
ど

り
の
花
や
実
、
変
わ
っ
た
形
の

冬
芽
な
ど
、
時
間
を
忘
れ
て
図

鑑
に
見
入
る
こ
と
に
な
る
、
か

も
。

　
覚
え
た
名
前
を
忘
れ
な
い
た

め
に
は
、
マ
イ
散
策
マ
ッ
プ
を

作
っ
た
り
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た

り
、
標
本
を
作
っ
た
り
す
る
と

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
簡
単

な
と
こ
ろ
で
は
、
採
っ
て
き
た

葉
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
パ
ソ
コ
ン

へ
。
そ
う
、
樹
を
身
近
に
感
じ
る

よ
う
に
。
一
枚
の
葉
か
ら
、
樹
が

森
に
、
森
が
山
へ
と
ひ
ろ
が
っ

て
い
く
。

通
年
コ
ー
ス
第
三

通
年
コ
ー
ス
第
三

通
年
コ
ー
ス
第
三

通
年
コ
ー
ス
第
三

通
年
コ
ー
ス
第
三･･ ･･･

四
回
四
回
四
回
四
回
四
回

　　　　　
55555
月月月月月
2020202020
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

　
　
　
施
業
診
断

　
　
　
施
業
診
断

　
　
　
施
業
診
断

　
　
　
施
業
診
断

　
　
　
施
業
診
断

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

早
川
講
師
の
挨
拶
。
日
程
説

明
の
あ
と
、
早
川
講
師
に
よ

る
施
業
方
針
の
立
案
に
つ
い

て
の
講
義
。
測
樹
デ
ー
タ
の

復
習
か
ら
再
度
、
現
状
を
確

認
し
て
、
地
位
指
数
で
樹
高

成
長
を
予
測
し
な
が
ら
、
将

来
を
考
え
て
み
ま
す
。

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
休
憩
後
、
各
班
に
分
か
れ
て

施
業
方
針
を
策
定
す
る
。
大

径
材
生
産
を
目
指
し
た
資
源

林
と
し
て
の
施
業
。
や
や
強

度
の
10
年
間
隔
間
伐
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
混
交
林
へ
誘

導
で
き
な
い
か
。
親
林
公
園

と
し
て
整
備
し
て
い
く
な
か

で
、
潅
木
類
や
広
葉
樹
を
育

ん
で
い
き
た
い
。
と
い
っ
た アインシュタイン・ショック？

丸太の直径は、樹皮を除いて測ります

保残木、マーキング

3 ｍで･･･直径を･･･

通
年
コ
ー
ス
第
三

通
年
コ
ー
ス
第
三

通
年
コ
ー
ス
第
三

通
年
コ
ー
ス
第
三

通
年
コ
ー
ス
第
三･･ ･･･
四
回
開
催
報
告

四
回
開
催
報
告

四
回
開
催
報
告

四
回
開
催
報
告

四
回
開
催
報
告
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施施施施施
業業業業業
診診診診診
断断断断断
・・・・・
樹
木
分
類
」

樹
木
分
類
」

樹
木
分
類
」

樹
木
分
類
」

樹
木
分
類
」

『
様
々
な
森
、

『
様
々
な
森
、

『
様
々
な
森
、

『
様
々
な
森
、

『
様
々
な
森
、
い
ろ
い
ろ
な
樹
』

い
ろ
い
ろ
な
樹
』

い
ろ
い
ろ
な
樹
』

い
ろ
い
ろ
な
樹
』

い
ろ
い
ろ
な
樹
』
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対
生
、
全
縁
、
鋸
歯
・
・
・
。

漢
字
は
体
を
あ
ら
わ
す
？

1212121212
時時時時時

　
昼
食
。
今
日
も
、
い
い
天
気
な

の
で
、
公
園
の
芝
生
の
う
え

で
昼
食
を
と
っ
た
り
、
付
近

を
散
策
し
た
り
、
思
い
思
い

に
過
ご
す
。

1313131313
時時時時時

　
車
に
分
乗
し
て
鳩
吹
山
へ
向

か
う
。
着
後
、
駐
車
場
周
辺
の

樹
々
を
観
察
。
ミ
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
が
白
い
可
憐
な
花
を
咲
か

せ
て
い
る
。
ミ
ヤ
マ
ヤ
シ
ャ

ブ
シ
の
実
は
、「
ま
っ
く
ろ
く

ろ
す
け
」
を
小
さ
く
し
た
み

た
い
？

様
々
な
森
の
姿
が
描
か
れ
ま

し
た
。
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い

場
合
は
、
現
場
に
行
っ
て
み

る
の
も
重
要
で
す
。

1111111111
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
各
班
の
施
業
方
針
を
発
表
し

て
も
ら
い
、
早
川
講
師
か
ら

講
評
を
頂
く
。

1212121212
時時時時時

　　　　　
昼
食
。
栗
栖
さ
ん
、
差
し
入
れ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1313131313
時時時時時

　
測
樹
調
査
を
し
た
プ
ロ
ッ
ト

に
て
、
施
業
方
針
か
ら
算
出

し
た
数
の
保
残
木
を
マ
ー
キ

ン
グ
。
そ
し
て
、
間
伐
後
の
森

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
る
。

1414141414
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
早
川
講
師
に
よ
る
丸
太
の
材

積
の
求
め
方
講
座
。
末
口
二

乗
法
。
丸
太
材
積
は
、
細
い
方

の
断
面
の
、
樹
皮
を
除
い
た

直
径
を
二
乗
し
て
、
さ
ら
に

長
さ
を
乗
す
る
の
が
基
本
。

単
位
は
m
と
す
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
。

1414141414
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
小
屋
周
辺
の
丸
太
や
公
園
の

立
木
で
、
実
際
に
丸
太
材
積

を
求
積
し
て
み
ま
し
た
。

1515151515
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
質
疑
応
答
、
諸
連
絡
の
あ
と
、

講
師
講
評
。

1616161616
時時時時時

　
終
了
、
解
散
。

　　　　　
55555
月月月月月
2121212121
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
　
　
樹
木
分
類

　
　
　
樹
木
分
類

　
　
　
樹
木
分
類

　
　
　
樹
木
分
類

　
　
　
樹
木
分
類

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
挨
拶
、
日
程
説
明
な
ど
。

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
分
類
用
語
の
説
明
や
保
育
社

の
検
索
図
鑑
を
使
っ
た
、
葉

の
検
索
方
法
に
つ
い
て
、
早

川
講
師
に
説
明
し
て
頂
く
。

99999
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
公
園
に
て
、
各
班
毎
に
検
索
の

実
習
。
検
索
表
を
行
き
つ
戻

り
つ
し
な
が
ら
、
サ
ン
プ
ル

の
12
種
類
の
葉
を
検
索
。
つ

る
性
、
単
葉
、
複
葉
、
互
生
、

松井のバットだ、アオダモだ

のこぎりみたいな鋸歯かあ～

複葉は、根元がぷっくり、小葉はすんなり？

1414141414
時時時時時

　
樹
木
散
策
開
始
。
山
頂
へ
と
続

く
カ
ラ
マ
ツ
の
林
に
は
、
背

の
低
い
ク
ロ
モ
ジ
や
果
穂
を

つ
け
た
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
が
み

ら
れ
、
林
床
は
、
や
わ
ら
か
な

緑
色
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
頂
上
付
近
に
は
タ
ム
シ

バ
が
、
下
り
の
林
道
沿
い
で

は
、
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
や
ヤ
ハ

ズ
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
が
観
察
で

き
る
。

1515151515
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
散
策
を
終
了
し
、
小
屋
へ
戻

る
。

1616161616
時時時時時

　
講
師
総
括
。
次
回
の
講
座
概
要

な
ど
諸
連
絡
。

1616161616
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
一
応
終
了
、
解
散
。
終
了
後
、
小

屋
横
の
広
葉
樹
林
観
察
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
／
遠
藤
さ
ん
、
熊
木
さ

ん
、
栗
栖
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、

下
﨑
さ
ん
夫
妻
、
中
神
さ
ん
、

松
岡
さ
ん
、、
園
田
さ
ん
、
斎

藤
さ
ん
親
子
、
長
坂
さ
ん
、
田

村
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
後
藤
、
藤
原
、
平
林
、

坂
野
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次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
五
回
　

第
五
回
　

第
五
回
　

第
五
回
　

第
五
回
　
66666
月月月月月
1717171717
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

　
下
草
刈
り

　
下
草
刈
り

　
下
草
刈
り

　
下
草
刈
り

　
下
草
刈
り

　　
4
月
に
植
林
を
し
た
小
さ
な

苗
は
、
草
本
や
潅
木
に
埋
も
れ

て
し
ま
い
そ
う
。
な
の
で
、
日
当

た
り
や
風
通
し
を
よ
く
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
造
林
鎌
や
手
鎌

で
、
枝
や
幹
を
切
ら
な
い
よ
う

に
し
な
が
ら
。

　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山

小
屋
に
集
合
。
造
林
鎌
を
お
持

ち
の
方
は
、
ご
持
参
下
さ
い
。
刃

の
研
ぎ
方
や
刈
払
機
で
の
作
業

体
験
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
六
回
　

第
六
回
　

第
六
回
　

第
六
回
　

第
六
回
　
66666
月月月月月
1818181818
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
伐
木
造
材

　
伐
木
造
材

　
伐
木
造
材

　
伐
木
造
材

　
伐
木
造
材

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
、
木

を
伐
り
、
枝
を
払
っ
て
、
材
を
造

る
実
践
で
す
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

始
動
方
法
か
ら
玉
切
り
の
練
習
、

そ
し
て
、
伐
倒
。
ま
た
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
目
立
て
や
手
入
れ
も

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
8
時
30

分
、
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集

合
。
ナ
タ
、
ノ
コ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

等
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
持
参
下

さ
い
。
ま
た
、
マ
イ
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
い
た
い
、
そ
の
手
入
れ

を
し
て
み
た
い
方
は
、
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
66666
月月月月月
3030303030
日日日日日
（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

　
　
　
〜

　
　
　
〜

　
　
　
〜

　
　
　
〜

　
　
　
〜
77777
月月月月月
22222
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
前
回
は
、
平
地
林
で
し
た
の

で
、
今
回
は
傾
斜
の
あ
る
林
で
の

伐
倒
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
8
時

30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集

合
。

 

春
先
の
黄
色
い
花
の
時
期
も
過

ぎ
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
も
す
べ
て
散
っ
た
伊
那
界
隈

の
山
で
は
、
今
白
い
花
が
そ
こ
こ

こ
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
ず
は
ご
存
知
ホ
オ
ノ
キ
。
高

木
に
な
る
の
で
、
そ
の
花
を
目
の

当
た
り
に
す
る
機
会
は
な
か
な

か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に
も
非

日
本
的
な
花
の
派
手
さ
加
減
は

も
と
よ
り
、
そ
の
強
烈
な
香
り
に

驚
か
れ
た
方
も
お
い
で
で
し
ょ

う
。
ま
る
で
デ
ィ
オ
ー
ル
の
ポ
ア

ゾ
ン
。
ど
ん
な
虫
た
ち
が
集
ま
っ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
田
舎
育

ち
の
身
に
と
っ
て
は
、
出
来
れ
ば

遠
く
か
ら
眺
め
て
い
る
だ
け
に

し
た
い
花
で
す
。

　
花
も
デ
カ
け
れ
ば
葉
も
デ
カ

い
。
周
り
の
迷
惑
を
顧
み
な
い
デ

カ
さ
で
す
が
、
多
少
の
反
省
は
あ

る
の
か
、
秋
に
は
紅
葉
も
せ
ず
に

真
っ
先
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

飛
騨
高
山
で
は
、
子
供
が
一
枚
五

円
の
小
遣
い
稼
ぎ
に
こ
れ
を
拾

い
集
め
る
ら
し
い
。
名
物
「
ほ
お

ば
味
噌
」
の
材
料
で
す
。
味
噌
に

砂
糖
、
か
つ
お
節
、
シ
イ
タ
ケ
な

ど
を
い
れ
て
、
朴
の
葉
に
乗
せ
七

輪
で
焼
く
、
あ
れ
で
す
。
朴
の
葉

さ
え
あ
れ
ば
お
宅
で
も
簡
単
に

で
き
る
。
日
本
酒
が
す
す
み
ま
す

ゾ
。

　
葉
や
花
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
け
れ
ど
、
材
に
な
る
と
こ
れ
が

実
に
お
と
な
し
い
。
加
工
し
や
す

く
狂
い
も
殆
ど
な
い
の
で
、
版
木

に
は
最
適
。
年
賀
状
の
量
産
は
今

は
も
っ
ぱ
ら
パ
ソ
コ
ン
で
す
が
、

灰
緑
色
の
板
に
、
昔
、
謹
賀
新
年

な
ど
と
彫
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
？

　
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
。
本
人
が
、
自

分
が
ど
う
呼
ば
れ
て
い
る
か

知
っ
た
ら
、
親
戚
の
イ
ヌ
エ
ン

ジ
ュ
と
と
も
に
憤
慨
す
る
こ
と

間
違
い
な
し
の
気
の
毒
な
名
前

で
す
。
で
も
西
田
佐
知
子
や
石
原

裕
次
郎
が
唄
に
込
め
て
く
れ
た

の
で
日
本
で
は
メ
ジ
ャ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
「
ニ
セ
」

抜
き
で
す
が
。
ま
ァ｢

♪
ニ
セ
ア

カ
シ
ア
〜
の
雨
に
打
た
れ
て
〜

こ
の
ま
ま
〜
死
ん
で
し
ま
い
た

い
〜
♪｣

で
は
と
て
も
あ
の
人
は

涙
を
流
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か

ね
ぇ
。

　
そ
の
下
で
「
♪
あ
の
娘
（
こ
）

が
そ
っ
と
　
瞼
を
拭
い
た
〜
♪
」

と
い
う
花
は
房
状
で
甘
い
香
り
。

ミ
ツ
バ
チ
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ

て
く
る
の
も
肯
け
ま
す
。
過
ぎ

去
っ
た
夏
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
、

同
じ
豆
科
の
ク
ズ
に
も
似
て
、
こ

れ
が
初
恋
の
香
り
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　
で
は
そ
の
材
は
と
い
う
と
、
色

は
黄
褐
色
で
豆
科
の
癖
に
（
偏
見

か
な
？)

な
か
な
か
硬
く
て
重
厚

感
が
あ
る
。
そ
し
て
匂
い
は
期
待

に
反
し
て
、
青
臭
い
独
特
の
匂
い

で
す
。
こ
れ
も
青
春
の
一
コ
マ
を

連
想
さ
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ア
カ
マ
ツ
と
同
じ
く
、
枝
階
を

形
成
し
て
上
に
伸
び
る
ミ
ズ
キ

も
、
ち
ょ
う
ど
今
ご
ろ
の
白
い
花

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
階
の
葉
の
上

に
花
の
咲
く
様
は
、
色
分
け
さ
れ

た
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
の
よ

う
。
材
は
白
く
柔
ら
か
な
の
で
、

こ
け
し
な
ど
に
使
わ
れ
る
と
か
。

春
か
ら
夏
に
伐
採
す
る
と
そ
の

名
の
通
り
、
樹
液
が
激
し
く
滴
り

落
ち
ま
す
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く

す
る
と
、
こ
れ
が
固
ま
っ
て
切
り

株
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
な
る
。
祟
ら

れ
そ
う
で
ち
ょ
っ
と
不
気
味
。

　
ミ
ズ
キ
と
兄
弟
分
の
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
も
今
頃
の
白
い
花
。
ま
あ
〜

る
い
樹
冠
の
上
に
綿
帽
子
を
か

ぶ
っ
た
よ
う
に
見
事
に
咲
き
ま

す
。
嬉
し
い
の
は
秋
に
な
る
と
こ

の
実
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
。
保
科

先
生
は
甘
酸
っ
ぱ
い
こ
の
実
を

果
実
酒
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
渋
い
紅
葉
と
三
拍
子
揃
っ

て
庭
木
や
街
路
樹
む
き
の
木
で

す
。
さ
ら
に
ミ
ズ
キ
と
違
っ
て
偉

い
の
は(

こ
れ
も
偏
見)

材
が
硬

く
て
弾
力
が
あ
る
こ
と
。
諏
訪
の

御
柱
用
モ
ミ
の
木
を
伐
り
倒
す

時
に
は
、
こ
れ
を
ク
サ
ビ
と
し
て

使
う
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
小
屋
横
の
広
葉
樹
林
に
咲
い

て
い
た
ア
オ
ダ
モ
（
コ
バ
ノ
ト
ネ

リ
コ
）
も
白
い
花
。
ヤ
ン
キ
ー
ス

の
松
井
選
手
の
バ
ッ
ト
は
こ
れ

だ
そ
う
で
す
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は

こ
の
花
の
下
で
恋
人
達
が
語
り

合
い
ま
す
。(

と
ね
り
こ
の
森)

　
エ
ゴ
ノ
キ
も
そ
ろ
そ
ろ
咲
く

初
夏
の
白
い
花
。
今
年
も
植
林
地

に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
西
春
近

の
下
殿
島
区
有
林
。
山
火
事
の
後

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
生
え
て
き
た
の
は
、

イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
や
ク
ロ
モ
ジ
、

リ
ョ
ウ
ブ
や
サ
ク
ラ
類
を
抑
え

て
圧
倒
的
に
エ
ゴ
ノ
キ
が
多
い
。

タ
ネ
が
大
好
物
と
い
う
ヤ
マ
ガ

ラ
が
畑
に
し
て
蒔
い
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
数
本
か
ら
十
本
く
ら

い
の
株
立
ち
に
な
っ
て
い
て
、
刈

り
払
い
機
で
刈
る
の
に
苦
労
し

ま
し
た
。

　
五
つ
に
分
か
れ
た
小
さ
な
か

わ
い
ら
し
い
花
が
下
向
き
に

び
っ
し
り
つ
い
て
、
こ
の
時
期

だ
け
は
こ
の
木
に
見
と
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
秋
に
な
る
と
五

ミ
リ
く
ら
い
の
種
が
つ
い
て
、

お
手
玉
の
材
料
に
し
た
覚
え

が
あ
り
ま
す
。
不
器
用
だ
か
ら

上
達
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

と
て
も
使
い
や
す
い
お
手
玉

で
し
た
。
材
は
白
く
柔
ら
か
な

の
で
ロ
ク
ロ
細
工
に
使
わ
れ

る
そ
う
で
す
が
、
そ
ん
な
に
太
い

エ
ゴ
ノ
キ
は
見
た
覚
え
が
な
い

の
は
、
寿
命
が
短
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
子
供
の
頃
こ
の
木
に
お
世
話

に
な
っ
た
の
は
、
踏
み
網
の
手
。

小
川
に
行
っ
て
小
鮒
や
鯉
の
子

を
捕
る
Ｕ
字
型
の
網
で
す
が
、
直

径
二
セ
ン
チ
く
ら
い
の
と
こ
ろ

を
一
間
の
長
さ
に
切
り
、
Ｕ
の
字

に
曲
げ
て
縄
で
と
め
て
お
く
。
乾

け
ば
間
口
六
尺
の
網
の
手
が
出

来
上
が
り
で
す
。
水
に
特
に
強
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
曲
げ

や
す
く
、
な
に
し
ろ
手
触
り
が
抜

群
。
今
で
も
夏
に
な
る
と
子
供
を

連
れ
て
、
そ
の
辺
の
田
ん
ぼ
の
用

水
路
で
魚
を
追
い
か
け
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
踏
み
網
の
手
は
エ
ゴ
ノ

キ
の
自
家
製
で
す
。

　
コ
ナ
シ
や
ウ
ツ
ギ
、
野
イ
チ
ゴ

の
仲
間
、
ド
ウ
ダ
ン
、
ガ
マ
ズ
ミ

な
ど
白
い
花
は
数
え
切
れ
ま
せ

ん
が
、
中
学
校
の
担
任
の
先
生
が

歌
っ
て
く
れ
た
「
白
い
花
の
咲
く

頃
」
の
白
い
花
は
ど
れ
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

やまやまやまやまやま・・・・・もりもりもりもりもり          豆知識豆知識豆知識豆知識豆知識

「「「「「白白白白白いいいいい花花花花花ののののの咲咲咲咲咲くくくくく頃頃頃頃頃」」」」」
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だ
っ
た
か
え
る
達
は
声
を
ひ
そ

め
て
し
ま
い
、
生
き
物
は
実
に
自

然
に
敏
感
な
ん
だ
な
〜
と
、
あ
ら

た
め
て
実
感
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
昔
は
水
が
入
る
前
の
田
ん
ぼ

は
、
一
面
蓮
華
の
花
で
う
め
つ
く

さ
れ
て
い
て
、
子
供
の
頃
は
よ
く

蓮
華
の
花
で
花
冠
を
あ
ん
だ
り

し
て
、
遊
ん
だ
も
の
で
す
が
、
今

で
は
蓮
華
の
花
を
み
つ
け
る
の

が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
、
懐
か

し
い
風
景
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
、
な
ん
だ
か
寂
し
い
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　[

鳶]

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
今
回
の
樹
木
分
類
は
広
葉
樹

だ
っ
た
の
で
、
針
葉
樹
の
紹
介

を
。

　｢

♪
マ
ツ
・
マ
ツ
・
カ
ヤ
・
モ

ミ
・
ツ
ガ
・
ト
ウ
ヒ
、
ヒ
ノ
キ
・

サ
ワ
ラ
・
ア
ス
ナ
ロ
・
コ
ウ
ヤ
マ

キ
〜
♪｣

　
ど
な
た
か
サ
ン
バ
調
に
作
曲

し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
〜
。

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
五
月
に
入
り
田
ん
ぼ
に
水
が

は
ら
れ
、
田
植
え
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

　
小
さ
な
苗
が
春
の
風
に
そ
よ

そ
よ
と
ゆ
れ
、
か
え
る
達
が
と
た

ん
に
合
唱
を
始
め
、
夏
の
気
配
を

感
じ
ま
す
。

　
で
も
五
月
の
始
め
に
、
遅
霜
が

降
り
る
と
水
温
が
下
が
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
ま
で
賑
や
か

　
こ
ん
に
ち
は
。、
今
回
初
め
て

森
林
塾
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
春
日
清
隆
と
申
し

ま
す
。
今
は
森
林
塾
か
ら
車
で

三
十
分
く
ら
い
、
箕
輪
町
の
天

竜
川
の
東
側
に
住
ん
で
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
に
家
族
み
ん
な
で
住

ん
で
い
た
、
築
年
数
の
と
て
も

古
い
家
屋
を
少
し
直
し
ま
し
て
、

最
近
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
や
っ
ぱ
り
い
い
も
ん
で

す
。
古
い
も
の
で
す
の
で
当
然

地
元
の
木
、
土
、
石
な
ど
が
使
わ

れ
て
い
て
百
年
以
上
経
つ
の
に

構
造
は
し
っ
か
り
し
た
も
の
。

少
し
傾
い
て
ま
す
け
ど
。
屋
根

裏
に
上
る
と
今
で
は
な
か
な
か

手
に
入
ら
な
い
よ
う
な
立
派
な

梁
。
黒
光
り
し
て
い
る
太
い
大

黒
柱
。
外
壁
の
土
壁
。
蔵
の
な
ま

こ
壁
等
。
今
で
は
な
か
な
か
手

に
入
ら
な
い
、
作
れ
な
い
も
の

を
見
る
と
昔
の
人
の
す
ご
さ
に

感
心
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
森
林
塾
へ
の
参
加
の
き
っ
か

け
は
、
長
野
県
で
実
施
し
て
い
る

通
称
き
こ
り
講
座
に
参
加
し
て
、

も
っ
と
勉
強
を
し
て
み
た
い
、
他

に
も
教
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
は

な
い
の
か
な
と
ネ
ッ
ト
で
検
索
。

地
元
で
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
こ
の
塾
を
知
り
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
き
こ
り
講
座
へ
の

参
加
の
き
っ
か
け
で
す
が
、
実
家

が
家
業
を
し
て
い
て
私
は
次
男
、

も
う
少
し
若
い
頃
は
何
と
か
家

業
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
た
く
て

色
々
と
や
っ
て
は
み
た
も
の
の
、

現
在
の
結
果
と
し
て
は
、
や
は
り

家
業
を
長
男
と
と
も
に
や
っ
て

い
る
わ
け
で
、
最
後
の
悪
あ
が
き

と
い
う
か
、
希
望
の
光
と
い
う

か･･･

。
こ
の
ま
ま
長
男
と
は
一

生
同
じ
会
社
で
や
っ
て
い
く
の

は
、
仲
は
悪
く
な
い
の
で
す
が
難

し
い
と
感
じ
て
ま
し
て
、
何
か
な

い
も
の
か
と
探
し
て
い
る
時
に
、

き
こ
り
講
座
と
い
う
も
の
を
長

野
県
で
実
施
し
て
い
る
の
を
知

り
、
受
講
料
は
無
料
だ
と
。
こ
れ

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
さ
い
頃

に
よ
く
祖
父
と

い
っ
た
山
の
気
持

ち
よ
さ
、
い
つ
も
い

ろ
ん
な
苗
木
を

採
っ
て
き
て
は
庭

に
植
え
て
、
花
や

芽
、
実
な
ど
を
樹
種

も
分
か
ら
ず
に
見

て
食
べ
て
。
季
節
に

な
る
と
、
楢
の
原
木

を
山
で
切
り
出
し
、
キ
ノ
コ
の
駒

を
ド
リ
ル
で
開
け
た
穴
に
家
族

総
出
で
打
ち
込
む
。
そ
の
原
木
を

ま
た
山
に
持
っ
て
行
き
頃
合
に

収
穫
。
た
だ
、
植
林
や
間
伐
、
枝

払
い
な
ど
の
林
業
は
全
然
記
憶

に
あ
り
ま
せ
ん
。
祖
父
が
よ
く
山

に
行
っ
て
い
た
の
は
知
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
頃
の
私
は
余

り
山
に
興
味
が
な
か
っ
た
の
で

す
。

　
そ
し
て
、
き
こ
り
講
座
も
受
け

終
り
、
で
は
実
際
は
き
こ
り
と
し

て
の
生
活
は
ど
う
だ
ろ
う
と
き

こ
り
講
座
で
講
師
を
し
て
い
た

だ
い
た
人
か
ら
話
を
聞
い

て･･･

、
厳
し
い
。
丁
度
そ
の
こ

ろ
結
婚
と
い
う
も
の
を
意
識
し

て
い
た
人
が
い
て
、
そ
の
現
実
を

報
告
し
た
と
こ
ろ
、
き
こ
り
す
る

な
ら
結
婚
は
し
な
い
と
。
私
と
き

こ
り
、
ど
っ
ち
を
選
ぶ
の
か
と
。

そ
こ
ま
で
言
わ
れ
て
ま
せ
ん
け

ど
、
ま
あ
決
め
る
の
は
自
分
で
す

か
ら
、
人
の
せ
い
に
し
て
は
い
け

な
い
が
、
あ
き
ら
め
ま
し
た
。
な

ら
ば
、
別
の
や
り
方
は
無
い
も
の

か
。
そ
う
か
、
今
の
会
社
で
林
業

を
受
注
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
林
業
部

と
し
て
会
社
内
の
別
部
門
を
創

れ
ば
い
い
ん
だ
と
思
い
立
ち
ま

し
た
。
ま
だ
、
入
り
口
に
立
っ
た

ば
か
り
で
す
が
実
現
で
き
る
か

は
自
分
し
だ
い
。
具
体
的
に
は
全

然
決
ま
っ
て
き
て
は
い
な
い
け

ど
。

　
今
年
は
森
林
塾
と
、
林
業
士
を

取
る
為
の
森
林･

林
業
セ
ミ
ナ
ー

の
ダ
ブ
ル
受
講
で
す
。
講
座
ば
か

り
受
け
て
、
頭
で
っ
か
ち
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
家
の
山
に
入
っ
て

予
習
復
習
が
理
想
な
の
で
す
が
、

上
手
く
行
き
ま
す
で
し
ょ
う

か
？
今
年
は
仕
事
も
忙
し
そ
う

な
の
で
、
し
っ
か
り
受
講
で
き
る

か
、
山
に
行
け
る
か
ど
う
か
心
配

で
す
。
こ
れ
を
書
い
て
い
る
時
点

で
森
林
塾
は
二
日
も
欠
席
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
無
駄
に
出
来
な

い
内
容
ば
か
り
な
の
に
。

　
一
日
目
、
二
日
目
を
受
講
し
て

み
て
、
早
川
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
の
知
識
の
深
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
林
業
、
い
や
第
一
次
産

業
と
い
う
も
の
は
結
構
、
勘
や
経

験
で
の
判
断
の
重
要
性
が
高
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
学
問

な
ん
で
す
ね
。
勉
強
な
ん
で
す

ね
。
経
験
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
、
ま
た
は
分
か
る
ま
で
時
間
が

か
か
る
は
ず
の
事
柄
を
、
こ
ん
な

に
す
ら
す
ら
教
え
て
い
た
だ
い

て
、
半
端
な
気
持
ち
で
は
い
け
な

い
な
と
。
果
た
し
て
私
は
真
剣
に

聞
き
、
理
解
し
、
実
践
に
生
か
し

て
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
塾

で
自
信
を
つ
け
る
ど
こ
ろ
か
無

く
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
と
、
こ

こ
ま
で
書
い
て
み
て
そ
ん
な
こ

と
で
悩
む
よ
う
な
キ
ャ
ラ
で
は

な
か
っ
た
。
と
に
か
く
山
に
行
っ

て
み
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
山
は
い

つ
で
も
待
っ
て
い
て
く
れ
る
。
た

だ
、
講
義
を
受
け
て
い
つ
も
思

う
。
十
年
、
五
十
年
、
百
年
。
こ

ん
な
時
間
軸
が
よ
く
出
て
く
る

け
ど
、
皆
よ
く
気
が
遠
く
な
ら
な

い
よ
な
ぁ
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
今

の
山
の
檜
、
植
え
た
と
き
に
子
供

た
ち
、
孫
た
ち
が
ち
ゃ
ん
と
手
入

れ
し
て
く
れ
る
っ
て
考
え
て
植

え
た
の
か
な
ぁ
。
僕
が
今
、
山
を

手
入
れ
し
て
も
、
僕
の
子
供
や
孫

は
ど
ん
な
山
に
し
て
い
く
ん
だ

ろ
う
。
結
果
を
見
ら
れ
な
い
か
も

し
れ
な
い
っ
て
、
皆
辛
く
な
い
の

か
な
？

　
と
に
か
く
、
し
っ
か
り
勉
強
し

て
、
実
践
し
て
、
い
ろ
ん
な
人
と

出
会
っ
て
、
参
加
し
て
よ
か
っ

た
っ
て
思
え
る
よ
う
に
、
来
年
も

参
加
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「ずくを出していきましょう」

　　　春日　清隆　　　春日　清隆　　　春日　清隆　　　春日　清隆　　　春日　清隆
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